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　秋晴れの下、３年ぶりに第42回伊野地区文化祭を開催

しました。コロナ対策のため内容も工夫しました。会場を

４箇所に分散し、時間も短縮。コミセンでは作品展示、児

童館では子ども向けイベント、古民家垂水ではワーク

ショップ、体育館ではステージ発表と抽選会、屋外では手

芸品や飲食物の販売など多数の催しがありました。恒例

のいのはやおちらと駅伝や利き酒大会、かるた大会はあ

りませんでしたがそれに負けないくらいの出店や催しが

あり地区内外からたくさんの皆さんにおいでいただき大

盛況でした。

11
６伊野地区文化祭

３年ぶりの開催　！
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男の子
山﨑 琉之介 くん

や ま さ き 　 　 り ゅ う の す け

令和４年７月 16日生まれ

父：修平さん、母：亜有美さん

（中ノ手町内）

両親からのメッセージ

兄弟仲良く元気に育ってね。

男の子
山崎 凌槻 くん

や ま さ き 　 　  り つ き

令和４年 12月 3日生まれ

父：尚之さん、母：恵梨奈さん

（堂ノ本町内）

両親からのメッセージ

元気にすくすく育ってね！

「貴船神社」
き  ふね じんじゃ

環境美化活動御礼

伊野ふるさと探訪　Part29　～番外編～

　三ノ谷町内の川瀬
辰夫（森本）さん宅
前横の林の中にあり
ます。貴船社の大元
は京都市の貴船神社
です。古来、祈雨・
止雨の神として尊ばれています。現在は土地の所
有者の岩成潔さん（中ノ手）が管理され、毎年12
月31日に祀っておられます。地元では「岡の宮さ
ん」などと呼ばれ川瀬姓の大元、岡家のお宮だっ
たようです。

（郷土誌研究会　常松士郎）

　コミセン前のプランターに三ノ

谷サロンげんき会の皆さんが花の

苗を植えてくださいました。赤・

青・黄・紫の色とりどりのお花が

咲き玄関が明るくなりました。

　げんき会の皆さん、ありがとう

ございました。
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伊野地区無火災1000日達成！

　伊野地区の皆様

には日頃から火災

予防に心がけいた

だき、ありがとう

ございます。

　10月14日に開

催されました平田

分 団 長 会 に お い

て、伊野地区無火

災1000日達成記

念の表彰を受けました。継続は力なりとの言葉があり

ますが、皆様の火を起こさないという気持ちの継続が

この表彰に繋がったと思います。今後とも火災予防に

努め、無火災継続を維持していきましょう。

（伊野地区消防団　分団長　岩成　潤）

　今年も交通安全協会会長の池尻文

雄さん（西灘）が冬に備えコミセン

車のタイヤ交換をしてくださいまし

た。ありがとうございました。

タイヤ交換御礼●●● ●●●

編集後記

　今年はリニューアルしたコミセンを多くの
皆さんにご利用いただきました。コロナ禍で
中止になった行事もありましたが、３年ぶり
に文化祭やトレランなどの行事も開催され、
久しぶりにたくさんの皆さんにお会いするこ
とができ私たちも元気をもらいました。
　日頃の皆様のご支援・ご協力に感謝申しあ
げます。来年もどうぞよろしくお願い
いたします。

（伊野コミセン職員一同）　　　　

コミセン年末年始休館のお知らせ

12/29（木）～1/3（火）
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やって未来こい！通信やって未来こい！通信 続報

　世代間交流を目的に今回初

めて開催しました。地区内の小

学生や中学生、保護者の方や島

大生、住民の皆さんなど約40名

の参加がありました。みんな初

めてでしたが、予想以上に楽し

そうで、世代関係なく会場全体が盛り上がっている様子に今

後の伊野のまちづくりに向けて新たな創造性を感じました。

今後はeスポーツを通じ、地区内外（外国）との交流や情報発

信、あるいは高齢者の健康促進への取り組みなど、ICTを活用

した伊野のまちづくりに展開できればと考えています。次回

の開催をお楽しみに。

（交流部会部長　多久和 秀政）
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　６年連続６回目となったコ

ミュニティデザイナー山崎亮

さんによる講演会。今回はやっ

て未来こい！ネットの皆さん

と山崎さんとのディスカッ

ション形式で開催。各部会から

活動紹介と活動する上での課

題を発表いただき、山崎さんか

らアドバイスやヒントをいた

だきました。「大人対象のスマホ教室は素晴らしい。大人が学び続

けることはとても大事。大人が

楽しく学ぶことで子どもたち

も刺激を受ける。なんでも楽し

むことが一番。新しいことに

チャレンジしながら楽しく過

ごすことが持続可能なまちづ

くりにつながる。」山崎さんの

お話に皆さん勇気づけられた

ようです。今後も伊野暮らしを

楽しんでいきましょう。

まちづくりフォーラム
「持続可能な伊野を目指して」

11
９ 参加者66名

奥出雲町馬木地区視察団来訪

　奥出雲町馬木地区の皆さん

が伊野に視察に来られまし

た。始めに、よっ得！？伊野い

ちを見学。次に、古民家垂水に

て伊野のまちづくりや農水部

会の活動についてのお話を聞

かれました。その後、未来こい！ネットの皆さんと意見交換

を図り新たな関係人口の拡充となりました。

11
12 参加者22名参加者22名

参加者40名参加者40名

み　ら

質問に答える講師の山崎亮さん

発表者 多久和 心さん（三ノ谷）

み　ら

朝枝＠協力隊の

　　出雲伊野暮らし

　涼しくなってきたと思ったら、あっとい
う間に年末が目の前です。おせちを作るわけでも、大掃除を頑張るわけで
もないのに（笑）なんだか気忙しい気分になっている協力隊の朝枝です。
　伊野に暮らし始めて半年がたちました。たまに地域の方から「いつもど
んなことをやっているの？？」という質問をいただくことがあります。確
かに謎ですよね。私が逆の立場でも、きっと同じように質問するだろうと
思います。そこで今回は、私の日々の活動を書いてみたいと思います。この
原稿を書いている今日は12/1（木）。ですので、今週の私の活動及び活動予
定をご紹介します。
月）平田行政センターへ。報告書作成。試食会の準備。
火）佐香コミュニティセンターへ。佐香ハーブの下見兼試食会。
水）休み。
木）伊野交通安全講習会のお手伝い。原稿書き作業。
金）よっ得!?伊野いちお手伝い。西田ハーブの下見。焼肉のたれパッケージ
　  打合せ。
土）三隅地区視察受入れのお手伝い。
日）休み。

　週の出勤日の半分は平田行政センター、半分
は伊野での活動。おおむねそのような感じの勤
務で、忙しいながらも充実した毎日を過ごして
います。何もかもが初めましてで不安もあって
のスタートでしたが、娘も私も安心して伊野で
過ごすことが出来ているのは、やはり地域の皆
さまのあたたかいサポートのおかげだと感謝し
ています。
　寒さも日々増していきますが、よいお年をお
迎えください。そしてまた来年もどうぞよろし
くお願いいたします。

朝枝尚子 さん

あさ　えだ  しょう　こ

地域おこし協力隊 ★

★

★ 連載

　今号より、一般社団法人和ワーブ協会会員でもある朝
枝さんに季節の和ワーブを紹介していただきます。
　身近にある和ハーブを一緒に楽しみましょう。

　もうすぐ新年ということで、初回のテーマは春の七草
です。皆さん7種類全部わかりますか？ 

　昔は少し違ったようですが、現代では一般的にこれで

しょうか。身近な場所で７つを集めるのは難しいかもし

れませんが、数種類だけでも見つかると嬉しいですね。

１月７日の七草がゆが定番ですが、自由に楽しんで生命

力を頂きたいです。

※和ハーブ：日本人の生活と健康を支えてきた日本の　

　ハーブ（有用植物）全般をさしています。

和ハーブのススメ
＼新コーナー／

12 月

セリ ナズナ
オギョウ

（ハハコグサ）

ホトケノザ

（コオニタビラコ）

スズナ

（カブ）

スズシロ

（ダイコン）

ハコベラ

（ハコベ）

－第 2回－

11
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参加者27名

　コロナの影響で２年間活動を休止していたFR隊。このた

び３年ぶりに隊員の講習会を開催しました。平田消防署員

の方に来ていただき、AEDの使い方や胸骨圧迫による心肺

蘇生法について講習を受けました。合わせて活動再開に向

け、改めてFR隊としての心構えや対応の仕方について意見

交換を行い、意識の向上を

図りました。

※FR隊とはファーストレ

スポンダーの略。救急隊到

着までに応急手当や救命

活動の補助を行う組織。伊

野FR隊には現在約50名

の隊員がいます。

いざという時のお助け隊！

伊野地区FR隊救命法講習会

いの～
んびり

トレイルラン大会

11
13

　第６回となるいの～んびりトレイルラン大会が３年ぶりに開催されました。リピーターの多いこの大会。この日は天

候が心配されましたがレース中は雨がもちこたえ無事に大会を開催できました。小学生から70代まで、地区内外から約

100名のランナーが訪れ、りんごん山や十膳山、一畑中道や田んぼのあぜ道など起伏に富んだ伊野の野山を駆け抜けてい

きました。レース後には各種出店者さんによる野菜や飲食物の販売などもあり、大会を盛り上げてくれました。ランナー

だけでなく応援に駆け付けた皆さんにも好評で「なごやかで素敵な大会ですね」「エイドステーションのおもてなしに感

動しました」「沿道の皆さんの応援が励みになりました」「伊野のパワーはすごいですね」という声が聞かれました。

　皆様のご尽力に感謝いたします。ありがとうございました。

＊出店者の皆様　ちょんぼし伊野いち、Drip Yamasaki、和の会、

　　　　　　　　Gen’s Kitchen、ohzora_agri、光丸商店

秋の野山を駆け抜ける

　久々のバスでのお出か

けに一行はワクワクしな

がら石見銀山へ向かいま

した。石見銀山世界遺産

センターでは説明を聞い

たり、展示物を見て銀山

の歴史や鉱山技術などに

ついて学びました。その

後、昼食をとり趣ある大

森の町並みを散策し、歴史と秋を感じるひと時となりました。帰

りのバスでは保健師の土江さんに高血圧の予防についてお話い

ただき、健康についての意識も高めることができました。

（コミセン自主企画事業　健康福祉部）

秋の石見銀山バスツアー秋の石見銀山バスツアー 11
17

参加者24名

● ● ● ● ● ● ● ● ●
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大生、住民の皆さんなど約40名
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めてでしたが、予想以上に楽し

そうで、世代関係なく会場全体が盛り上がっている様子に今

後の伊野のまちづくりに向けて新たな創造性を感じました。
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さんによる講演会。今回はやっ
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と山崎さんとのディスカッ

ション形式で開催。各部会から
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だけでなく応援に駆け付けた皆さんにも好評で「なごやかで素敵な大会ですね」「エイドステーションのおもてなしに感

動しました」「沿道の皆さんの応援が励みになりました」「伊野のパワーはすごいですね」という声が聞かれました。

　皆様のご尽力に感謝いたします。ありがとうございました。

＊出店者の皆様　ちょんぼし伊野いち、Drip Yamasaki、和の会、

　　　　　　　　Gen’s Kitchen、ohzora_agri、光丸商店

秋の野山を駆け抜ける

　久々のバスでのお出か

けに一行はワクワクしな

がら石見銀山へ向かいま

した。石見銀山世界遺産

センターでは説明を聞い

たり、展示物を見て銀山

の歴史や鉱山技術などに

ついて学びました。その

後、昼食をとり趣ある大

森の町並みを散策し、歴史と秋を感じるひと時となりました。帰

りのバスでは保健師の土江さんに高血圧の予防についてお話い

ただき、健康についての意識も高めることができました。

（コミセン自主企画事業　健康福祉部）

秋の石見銀山バスツアー秋の石見銀山バスツアー 11
17

参加者24名

● ● ● ● ● ● ● ● ●
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～やって未来こい ! 

　　　ENO暮らし2030～

み　　　ら

い ー の

　　―伊野地区の人口―
　　　　　　　　　　　　　（R4.11月末現在）

男性…　574人　　
女性…　626人
合計…1,200人　　
世帯数…419世帯

伊野コミュニティセンター
ホームページ

伊野地区自治協会
ホームページ

伊野地区自治協会
Facebook発行：伊野コミュニティセンター

伊野地区自治協会
Instagram

〒691－0072　出雲市野郷町 492－5　

Tel： (0853) 69－1526　Fax ：(0853) 69－1530

E-mail：ino-cc@local.city.izumo.shimane.jp

いのぼ～るいのぼ～る
の彼女

　秋晴れの下、３年ぶりに第42回伊野地区文化祭を開催

しました。コロナ対策のため内容も工夫しました。会場を

４箇所に分散し、時間も短縮。コミセンでは作品展示、児

童館では子ども向けイベント、古民家垂水ではワーク

ショップ、体育館ではステージ発表と抽選会、屋外では手

芸品や飲食物の販売など多数の催しがありました。恒例

のいのはやおちらと駅伝や利き酒大会、かるた大会はあ

りませんでしたがそれに負けないくらいの出店や催しが

あり地区内外からたくさんの皆さんにおいでいただき大

盛況でした。

11
６伊野地区文化祭

３年ぶりの開催　！
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たる　み

男の子
山﨑 琉之介 くん

や ま さ き 　 　 り ゅ う の す け

令和４年７月 16日生まれ

父：修平さん、母：亜有美さん

（中ノ手町内）

両親からのメッセージ

兄弟仲良く元気に育ってね。

男の子
山崎 凌槻 くん

や ま さ き 　 　  り つ き

令和４年 12月 3日生まれ

父：尚之さん、母：恵梨奈さん

（堂ノ本町内）

両親からのメッセージ

元気にすくすく育ってね！

「貴船神社」
き  ふね じんじゃ

環境美化活動御礼

伊野ふるさと探訪　Part29　～番外編～

　三ノ谷町内の川瀬
辰夫（森本）さん宅
前横の林の中にあり
ます。貴船社の大元
は京都市の貴船神社
です。古来、祈雨・
止雨の神として尊ばれています。現在は土地の所
有者の岩成潔さん（中ノ手）が管理され、毎年12
月31日に祀っておられます。地元では「岡の宮さ
ん」などと呼ばれ川瀬姓の大元、岡家のお宮だっ
たようです。

（郷土誌研究会　常松士郎）

　コミセン前のプランターに三ノ

谷サロンげんき会の皆さんが花の

苗を植えてくださいました。赤・

青・黄・紫の色とりどりのお花が

咲き玄関が明るくなりました。

　げんき会の皆さん、ありがとう

ございました。

11
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伊野地区無火災1000日達成！

　伊野地区の皆様

には日頃から火災

予防に心がけいた

だき、ありがとう

ございます。

　10月14日に開

催されました平田

分 団 長 会 に お い

て、伊野地区無火

災1000日達成記

念の表彰を受けました。継続は力なりとの言葉があり

ますが、皆様の火を起こさないという気持ちの継続が

この表彰に繋がったと思います。今後とも火災予防に

努め、無火災継続を維持していきましょう。

（伊野地区消防団　分団長　岩成　潤）

　今年も交通安全協会会長の池尻文

雄さん（西灘）が冬に備えコミセン

車のタイヤ交換をしてくださいまし

た。ありがとうございました。

タイヤ交換御礼●●● ●●●

編集後記

　今年はリニューアルしたコミセンを多くの
皆さんにご利用いただきました。コロナ禍で
中止になった行事もありましたが、３年ぶり
に文化祭やトレランなどの行事も開催され、
久しぶりにたくさんの皆さんにお会いするこ
とができ私たちも元気をもらいました。
　日頃の皆様のご支援・ご協力に感謝申しあ
げます。来年もどうぞよろしくお願い
いたします。

（伊野コミセン職員一同）　　　　

コミセン年末年始休館のお知らせ

12/29（木）～1/3（火）
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